
 

 

公告第 115号 

平成 31年 3月 19日 

 

被保険者 各位 

 

エイチ・アイ・エス健康保険組合 

                                                   理事長  和田 光 

 

 

平成 31年度収入・支出予算及び事業計画について 

 

 標記の件、平成 31 年 2 月 20 日開催の第 37 回組合会において議決されましたので、別添のとおりお知らせいたし

ます。 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
Information 2019 Ｍａｒｃｈ 

平成31 年度 エイチ・アイ・エス健康保険組合の 

予算と事業計画が決まりました 

 平成 31年度の予算の概要                          

平成 31 年 2 月 20 日開催の第 37 回組合会において、平成 31 年度予算及び事業計画が承認されました。ここ数年の当健保財

政の傾向は、医療費の増加（被扶養者増）や国への納付金の増加により『支出増』となっており、大変厳しい財政状況が続いて

おります。特に納付金として収める『高齢者の医療費負担金』が昨年度以上に増加しており、健保財政を圧迫しております。ま

た被保険者（本人）及び被扶養者（家族）のけがや病気、出産に伴う医療費等と共に、被扶養者数の増加が加わり保険給付費が

漸増している現状です。この支出を賄う財源として、ここ数年カフェテリアポイントの調整や健保の財産を取り崩し、支出を補

っておりました。しかし平成 30 年度に関しては、標準報酬月額、賞与総額が伸びた事により、最終収支見込として 1 億 9480 万

円の黒字となりましたが、この先の支出増が見込まれるため、平成 31 年度の一般保険料率は 85/1000（8.5％）で現状維持と致

します。一方、介護保険勘定の 30 年度は保険料率を改定しましたので 1,039 万円の黒字見込です。31 年度も 30 年同様に介護

保険料率を 19/1000（1.9％）と現状維持とします。また、カフェテリアポイントも、昨年同様に付与ポイント 15,000Ｐ（健康

診断受診が必須条件です。）と致します。本制度は、健診結果をより注視し、生活改善を通して健康な日常への取組みを奨励す

る制度であります。付与ポイントは今後、健保の財政状況により変更になる可能性がございます。 

また、今後将来的に被保険者の平均年齢の上昇、被扶養者の増加、それに伴う医療費増大及び国への納付金増に対応をせざる

得ない状態です。5 年、10 年、20 年先を見据え健康維持を保つことが、豊かな日常生活のみならず、財政確保、企業の繁栄の

近道となります。そのためにも、健康への基本的な取組み（禁煙、食事バランス、定期的な運動、健康診断など）を行い、生活

習慣の改善を一人一人が意識、実践して頂くよう切にお願い致します。  

一 般 勘 定                                          

収入総額の 9 割超を占めるのが、事業主と被保険者の皆様に

納めていただく保険料です。H31 年度は、保険料率は維持しま

すが、保険料収入として 3%増の伸びを見込んでおります。一

方支出に関して、保険給付費と納付金のみで保険料収入の約

80％を占めております。また保健事業費に関しては、平均年齢

上昇に伴う35歳以上の人間ドック健診に伴う費用が増大する

と見込んでおります。これら３大支出に対応し、収支均衡を保

つため、料率を 85/1000（8.5％）で維持し、高齢者納付金の 

支払い及び医療費への支払に対応することといたしました。 

 

一般勘定の基礎数値 

    

収 入 

科 目 
予算額 

（千円） 

被保険者 

1 人当たり額（円） 

健 康 保 険 料 2,455,093 353,760 

調 整 保 険 料 45,015 6,486 

繰 越 金 0 0 

繰 入 金 0 0 

国 庫 補 助 金 474 68 

特 定 健 診 等 事 業 5,040 726 

財政調整事業交付金 12,000 1,729 

雑 収 入 19,788 2,851 

合  計 2,537,410 365,621 

被保険者数 6,940人 

平均標準報酬月額 301,000円 

総標準賞与額 5,115,000千円 

保険料率 85/1000 

支 出 

科 目 
予算額 

（千円） 

被保険者 

1 人当たり額（円） 

事 務 費 37,190 5,359 

保 険 給 付 費 1,195,854 172,313 

法 定 給 付 費 1,114,901 165,260 

付 加 給 付 費 48,953 7,054 

納 付 金 800,060 115,282 

保 健 事 業 費 390,172 56,221 

還 付 金 289 41 

営 繕 費 450 65 

財政調整事業拠出金 45,015 6,486 

そ の 他 1,378 199 

予 備 費 67,004 9,655 

合 計 2,537,410 365,621 
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介 護 勘 定 

 

 近年、40 歳到達者の増加が加速しているため、介護納付金が 

31 年度も前年度比 23％増（2,680 万円増）と引き続き高い伸び 

率となっております。H31 年度の介護保険料率は、19/1000（実

納付額に連動した実質料率）と現状維持します。次年度以降も、

国への納付金次第で保険料率を調整していく方向です。 

 

 介護勘定の基礎数値 

 

 

 平成 31年度の事業計画 

 

 平成 31 年度に実施予定の保健事業 

① カフェテリアメニューによる保健事業の実施 

カフェテリアポイントを 15,000Ｐ付与 

② 人間ドック（35 歳以上の本人とその被扶養者） 

③ 脳ドックの受診補助（40 歳から５歳刻み）（新規事業） 

④ 重症化予防 二次検査受診勧奨 

⑤ 生活習慣病健診（30 歳以上の本人とその被扶養者） 

⑥ 簡易生活習慣病健診（30 歳未満の本人と被扶養者） 

⑦ WEB医療費通知の実施 

⑧ インフルエンザ予防接種費用の補助 

⑨ 24 時間電話健康相談の実施 

⑩ メンタルヘルスの相談サービスの実施 

⑪ 出産のあった被保険者及び被扶養者に育児冊子の配布 

⑫ メタボリック予防対策事業の実施 

（データヘルス計画実施） 

特定健診・特定保健指導の実施 

・40 歳～74 歳の被保険者本人だけでなく、家族である被扶

養者の方も補助対象です。 

保険料率 

① 健康保険料：85/1000 

② 介護保険料：19/1000 

 

その他特記事項 

★今年度の注力事業 

・メタボリック予防対策 

・生活習慣病改善策 

（データヘルス計画及び特定保健指導率向上） 

－メタボの対策の情報共有・見える化 

・ジェネリック医薬利用促進、啓蒙 

－現在の WEB医療費通にて差額の通知 

★31 年度 健診受診期間 ４月よりスタート（受診可能） 

 

 

 

 

 

⑬ メンタルヘルス予防対策 

⑭ くうねるあるく事業 年２回実施予定 

 

 

収 入 

科 目 
予算額 

（千円） 

介護保険第 2号被保険者たる 

被保険者等 1人当たり額 

介護保険収入 167,908 98,769 

雑 収 入 他 5 3 

合  計 167,913 98,772 

支 出 

科 目 
予算額 

（千円） 

介護保険第 2号被保険者たる 

被保険者等 1人当たり額 

介 護 納 付 金 159,416 93,774 

介 護 保 険 料 

還 付 金 

300 176 

積立金、予備費 8,197 4,822 

合 計 167,913 98,772 

第 2号被保険者数 2,090人 

第 2号被保険者たる 

被保険者数 
1,700人 

平均標準報酬月額 358,000円 

総標準賞与額 1,590,978千円 

保険料率 19/1000 


